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望月喜多司記念 シ ン ポ ジ ウム

『変異 と進化 を考 え る　我 々 は どこ か ら来 た の か 、 どこ へ 行 くの か』

　 日本 が世 界 に誇 る遺伝 学者木原均の 言葉 「地 球の 歴 史は 地層 に 、 生物 の歴 史 は染色体に刻印 さ

れ て い る」 は つ とに有名 で す 。 さ らに 、 ゲ ノ ム を定義 して 「ゲ ノ ム は染色体の
一

組で 、こ れを構

成す る染色体が協力 して 生 活圏お よび生活現象を営み か っ 進化 に応ずる単位で ある」とい う言葉

もあ ります。

　私 が 本学会 の 第 42 回大会をお 引受け した 頃 、丁度、「無毛突然変異 ：乳飲み子 を両手で 抱 くた

め直立歩行を強い て 、ヒ ト ・類人猿 の 共通祖先か らヒ トを進化 させ た原 動力」 と題す る論文 を書

い た と こ ろで した （Genes　to　Cells
，
17

，
264−272

，
2012）。突然変異 は遺伝病や癌な ど、ヒ トに弊害

をもた らす可能性がある
一

方、変異な くし て は進化 もあ り得ませ ん
。 そ こ で 、 第 42 回 大会の テ

ー
マ は 「変異 と進 化を考える」 と し 、 そ こ に 「我 々 は どこ か ら来 た の か、我々 は どこ へ 行 くの か 」

を加 えま した 。
こ れ は 人間 と自然 、 野生 と文明の 狭間で 引き裂かれ た ゴ ーギ ャ ン の 遺作、 「我 々

は どこか ら来 たの か 、 我 々 は 何者 か 、我 々 は どこ へ 行 くの か 」 か ら とりま した 。

　人類 の 600 万 年 の 進化 の 歴 史 を とお して 、複数 の 人種 が共存 して い ま した 。
つ い 4 万 年前 まで

はネア ン デル タ
ー

ル 人 、 デ ニ ソ ヴァ 人 、 フ m 一 レ ス 人 と共存 して い ま した 。 フ n 一
レ ス 人 に 至 っ

て は 1 万 4 千年前まで 共存 して い たの で す。火 と道 具を手 に入れ たホ モ ・サ ピ エ ン ス は 直接手 を

下 さず と も、彼 らの 生活 圏を狭め 、絶滅 へ 追い や っ た の か も知れ ませ ん。マ ン モ ス も同様か も知

れ ませ ん 。 最近で は ドー ドーそ の 他 の 鳥類 を絶滅 させ ま した 。
こ とに 1万年前 に始 めた野生植物

の 栽培化 と改 良、そ して 野 生動物 の 家畜化 に よ り、食糧供 給 の 安定的な維持 に成功 し、住 まい を

定着 させ 、 社 会 を形 成 し 、 集団を拡大 しま した 。 250年前 には産業 革命 をお こ し、化石燃 料 由来

の エ ネル ギー を手 に入れ 、 さらに原 子力 を獲 得 し、今 や地 球上 には 70億 人 を超 える人 々 が生活

して い ます 。 炭 酸ガ ス の 増加 に伴 う地球 温暖化の 影響は 日頃の 異常気象 、 大 型 台風 、 大洪 水 、 巨

大サイ ク ロ ン 等 を通 して 、 肌 身で 感 じて い る とこ ろで す 。

　東 日本大震災は 二 つ の 災害 、 地震 と津波 とい う自然災害 と 、 原子 力発電所の 破損 に よる放射能

汚染 とい う人災 とが、複合 的 に起 きた とい う点で 、人類 の 歴 史 の 上か らも象徴的 な出来事 とい え

ます 。 今や人 類は 自らが 自然 に働きか けて環境を変 えっ っ 生活圏 を広 げ 、 これ が環境破壊 をお こ

して い ます。そ の 速 さは 生物が適応 で きませ ん 。 こ うして 我 々 は か っ て無 い ほ どの 速 さで他 の 生

物 を絶滅 に追い や っ て い ます 。 そ こで 、 我 々 の 来 し方 、 行 く末 を考えて み よ うとい うの が 、 本シ

ン ポ ジ ウム の 狙 い です。

望 月 喜 多 司 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム は 公 益 財 団 法 人 食 品 農 医 薬 品 安 全 性 評 価 セ ン タ
ー

（一 ）の 提供に よ ります。

「望月喜多司記念賞規程 」一 で ご覧になるこ とが 出来ます。

シ ン ポ ジ ス トには望月喜多司記念賞が送呈 され ます。

日本環境 変異原学会

第 42 回大会 大会長

須藤鎮世

一59 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


